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■開催日：5 月 22 日
■会場：鈴鹿サーキット南コース

■天候：晴れ /DRY　■参加：23 台

２年目のシーズン開幕 !!
加藤大翔、佐野雄城が優勝！

　カートレース最高峰の OK クラスで行
われる EXGEL OK CHAMP の２年目の
シーズン開幕戦が、５月 21 〜 22 日の２
日間、三重県・鈴鹿サーキット南コース
で行われた。
　このシリーズは、年間３ラウンド６
レースが行われ、各大会ごとに使用する
タイヤの銘柄が指定される日本初の試み
として昨年好評を博したもの。また、各
大会にはタイヤメーカーと縁の深いゲス
トドライバーが参戦し、彼らのレースを
見ようと訪れるレースファンのために、
ファンサービス時間が設けられるなど、
これまでのカートレースとは一線を画す
る運営で注目を集めてきた。
　昨年の実績もあり、今季はエントリー
オープンから多くの人の興味を集め、こ
の開幕戦では 25 名がエントリー（２名
病欠）、23 名でのレースが行われた。
　レースフォーマットも通常のカート
レースとは異なり、タイムトライアルか
ら即決勝第１レースが行われる。それだ
けにタイムトライアルの重要性は高い。
そのタイムトライアルでトップタイムをマークしたのは、今季
から全日本 OK クラスへも参戦を開始した加藤大翔。鈴鹿南

コースで開かれているスクールも受講している加藤は、知り尽
くした鈴鹿のコースを駆け抜け、昨年野村勇斗が記録したコー
スレコードへあと一歩と迫る好タイムをマークする。２番手に

Rd.1&Rd.2



セット的にも、後半はきつ
いセットになっていたので
前半で以下に離してタイヤ
のタレ分の貯金を作るかで
したでしたが、思っていた
よりタレるのが速くて心配
でした。
次 の レ ー ス へ 向 け て は、
もっとチームの人とセット
を考えて、後半にも前半と
同じようなペースで走れる
ようにしていきます。

は主に ROTAX MAX シリーズで活躍してきた熊谷憲太が OK
初レースで大健闘。３番手に２年目の参戦となる洞地遼大、４
番手に佐野雄城、５番手には全日本 OK で開幕２連勝と鮮烈な
デビューを飾った小田優が続く。
　第１戦決勝では、加藤が好スタートからレースをリード。序
盤勝負にかけた加藤は、セーフティーマージンを築くためハイ
ペースで周回を重ねていく。目論見通りに抜け出した加藤だっ
たが、やはりタイヤがきつくなりペースが落ち始める。それを
捉えようと急接近してきたのが洞地。加藤の背後まで接近し
チャンスをうかがうが、こは加藤が最後の粘りを見せトップを
死守する。洞地がミスを犯したことも加藤にとっては幸いし、
終盤に突き放すことに成功するとそのままチェッカーを受け、
OK チャンプデビューウィンを飾った。
　第１戦レース中のラップタイム順に組まれた第２戦決勝グ
リッド。ポールポジションは第１戦で３位に入っていた小田優
が獲得する。優勝した加藤は６番グリッドからのスタートとな
る。
　スタートで飛び出したのは熊谷憲太。しかし。オープニング
ラップをトップで戻ってきたのは３番手スタートだった佐野。
佐野はリードを広げていくと独走へと持ち込もうとする。その

佐野を追ったのが熊谷。一時は引き離されたものの、すぐに追
いつくと佐野にプレッシャーを与え、コーナー侵入などで幾度
かトップに出る走りを見せる。
　その度に逆転する佐野。両者のバトルは最終ラップまでもつ
れ込むが、最後の攻防も制した佐野が熊谷をおさえフィニッ
シュ。こちらも OK チャンプ初優勝となった。
　OK チャンプは、次回７月開催がヨコハマ指定、８月の最終
イベントがブリヂストン指定で、今季も全６レースが行われる。
チャンピオンには、フォーミュラや GT マシンへのテスト乗車
の機会も与えられることとなり、若手ドライバーのモチベー
ションも高まっている。次回以降も熱戦に期待してほしい。

Pos. No. Driver Team Frame Engine Tire Q.P.  GRID
1 20 加藤大翔 HRS JAPAN LN TM DL 47.086 ① 1
2 3 洞地遼大 PONOS HIROTEX RACING KR TM DL 47.160 ③ 3
3 25 小田　優 スマイルマックス with K.SPEED WIN DragoCORSE TM DL 47.265 ⑤ 4
4 13 熊谷憲太 KP BUZZ KR TM DL 47.106 ② 2
5 30 加納康雅 のりものクラブ・TIGRE CL IAME DL 47.269 ⑥ 6
6 38 前田　樹 Team REGOLITH KR TM DL 47.373 ⑩ 10
7 4 朝日ターボ team Farina PRAGA TM DL 47.291 ⑦ 7
8 73 落合蓮音 Ash with HOJUST TONYKART TM DL 47.478 ⑮ 15
9 67 田中照久 TECORSA GLEATEQ TM DL 47.577 ⑳ 20
10 55 藤井翔大 K.SPEED WIN DragoCORSE TM DL 47.520 ⑯ 16

Rd.1 Winner 加藤大翔 (HRS JAPAN)

序盤はいいペースで走れて
後ろを離すことができたの
ですが、後半はペースが伸
びなくて苦しかったです。
でも、最後まで守りきれて
勝つことができてよかった
です。スペシャルタイヤと
は全然走らせ方も違って、
一番大きいのはタイヤのこ
とを考えずに走れたのは、
走りに集中できて気が楽で
した。

Pos. No. Driver Team Frame Engine Tire Q.P.  GRID
1 1 佐野雄城 スマイルマックス with アステック birelART IAME DL 46.253 ④ 3
2 13 熊谷憲太 KP BUZZ KR TM DL 47.106 ② 2
3 25 小田　優 スマイルマックス with K.SPEED WIN DragoCORSE TM DL 47.265 ⑤ 1
4 38 前田　樹 Team REGOLITH KR TM DL 47.373 ⑩ 5
5 3 洞地遼大 PONOS HIROTEX RACING KR TM DL 47.160 ③ 4
6 20 加藤大翔 HRS JAPAN LN TM DL 47.086 ① 6
7 30 加納康雅 のりものクラブ・TIGRE CL IAME DL 47.269 ⑥ 7
8 22 竹本優月輝 TAKAGI PLANNING EXPRIT TM DL 47.375 ⑪ 8
9 32 上野晴紀 ASTECH birelART IAME DL 47.310 ⑨ 16
10 4 朝日ターボ team Farina PRAGA TM DL 47.291 ⑦ 12

Rd.2 Winner 佐野雄城 ( スマイルマックス withK アステック )


